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学校教育目標
正しく判断し実践する生徒
「学び」に努力する生徒
心身ともに健康な生徒

いい時も悪い時も苦しい時もみんなで言い合えるそれが本当の仲間！

校長 池野 透

大坂選手がテニスの全豪オープンで優勝し、４大

大会連勝の偉業。そして、世界ランキング１位を同

時に射止めるなど、その活躍に日本中は大きな勇気

と感動をいただきました。１月は、正月から箱根駅

伝での東海大学の初優勝から始まり、サッカーアジ

アカップなど、今、スポーツ界が沸いています。

そんな中、先日、ラグビーの大学日本選手権で２２年振りの優勝を成し遂げた古豪明治大学復活

の奇跡を追った番組を見ました。黄金時代、選手でも日本一を経験した OBの田中澄憲監督がとった

大改革に大いに興味を持ちました。まず、選手の意識改革として、本気で日本一を目指すためのマ

インドセットを行いました。すなわち、強い明治とは何かという根本的な考えを唱えました。次に、

勝つためのロードマップをロジカル（論理的）に示しました。具体的には、「なぜ、厳しい練習をす

るのか」数値と説明により明確に根拠をあげて選手の納得感を得て示したそうです。そして、３つ

目は、生活習慣を見つめ直したことです。ソフトバンク等の企業が行っている社員研修に取り入れ

ているアプリを使い、ゴミを拾うなど日常生活で当たり前に行う内容が実行できたか振り振り返え

らせるものでした。例えば選手から「部屋の整理整頓を疎かにしてしまいました」のメールに対し

て監督自ら「今はいいかと思うのは心に隙を生みます。やると決めたことをやりきれるようがんば
すき

ること」といった励ましのコメントが返信されるそうです。生活習慣を見つめ直す中で徐々にチー

ム全体を考える姿勢が芽生え、人としての成長につながりラグビーに生かされたそうです。

一方、なかなか改善しきれなかった課題として「選手同士のコミュニケーション不足」が挙げら

れました。現在、SNS 等が発達し、人同士の交流は広がっていますが面と向かって話し合うことが

減っています。関東大学対抗戦で早稲田大学に負けた際、フォワードの祝原選手が「まだチームが

一つになっていない」と監督に相談したそうです。その際「自分の本音をキャプテンに自らの言葉

で伝えなさい」と背中を押されました。「相手が嫌な気持ちにならないか」「傷つくかもしれない」

等不安を脱ぎ捨て勇気を出して話したそうです。チームが一つになるために、キャプテンを中心に

４年生全員が寮のコタツに入り顔と顔を合わせ腹を割ってとことん語り合ったそうです。この貴重

な機会が決勝戦終了間際のピンチの場面で円陣を組んでのプレーの再確認として生かされました。

南中生の皆さん、表面づらだけの仲間は仲間ではありません。いい時も悪い時も苦しい時もみん

なで言い合えるそれが本当の仲間だと考えます。よき仲間、よき友達関係をつくっていきましょう。

友情を深めた１年スキー学校！
１月２０日～２２日、長野県志賀高原サンバレ－スキー場にて、スローガン「最高の思い出づ

くりに～ in 志賀高原～」のもと、スキー学校が行われました。３日間とも天候にも恵れ、絶好
のコンディションの中でたくさんのことを学んできました。特に、インストラクターの方々に基
礎から丁寧に教えていただき、全員がリフトに乗って山頂から滑って降りてくることできました。
１年生の皆さん、この貴重な体験を今後の学校生活に生かしてください。

＜入賞おめでとう！（表彰の記録）＞
第71回行田地区書きぞめ展覧会
特選 松田奈々（県展へ）宮竹沙奈（県展へ）
金賞 河合亮佑 江森音色 岡本暖之 久保田来蘭 吉野光緒
銀賞 望月心菜 江森慎太朗 島澤里帆 今村彩音 久保田皐 坂井美香子

坂本夢奈 佐間田脩斗

２月の主な行事予定
１（金）新入生保護者説明会 １７（日）第２回資源回収 ８：３０～
７（木）合同あいさつ運動（南河原小) １８（月）県公立高校出願（～１９正午まで）
８（金）合同あいさつ運動（北河原小) １９（火）生徒会朝会（放送）
９（土）南河原地区人権教育研修会 ２０（水）生徒会専門委員会 ふれあいデー

１１（月）建国記念の日 ２１（木）志願先変更期間（～２２）
１２（火）朝会 ２２（金）テスト直前学習会
１３（水）「行田を知ろう」１年総合学習 ２３（土）部活動休止（～３/１朝）
１４（木）３年期末テスト１日目 ２５（月）学校運営協議会
１５（金）３年期末テスト２日目 ２８ (木）県公立高校学力検査

３年学年末ＰＴＡ １・２年生期末テスト

（発行者：行田市立南河原中学校長 池野 透）


